	伝達講習報告書051118　　　　　　　　　　　　　　　　

報告者：中村　美奈子　濱谷　香桜理

	講義内容：褥瘡を作らない為に～褥瘡予防について～

	日時：平成１７年度１１月１８日（金）１７：３０～１８：３０

	場　　所：4階ユーティリティホール

	内容：褥瘡のケアを、実際に事例を上げて小グループずつ意見を挙げて行なった

○褥瘡は何故出来るのか

　・直接の原因は圧迫

　　一定の場所に一定時間以上、一定以上の圧力が加わる事

　　骨突起部は体圧が集中する

　　好発部位　仰臥位：後頭部・肩甲骨部・肘頭部・仙骨部・踵骨部

　　　　　　　側臥位：耳介部・肩峰突起部・肋骨部・腸骨部・大転子部

　　　　　　　　　　　膝関節顆部・内果・外果部・踵骨部

　　　　　　　腹臥位：耳介部・肩峰突起部・乳房・性器（男性のみ）・膝関節部・趾部

　・褥瘡を生じやすい局所要因

　　①加齢による皮膚の変化

　　　皮脂の減少に伴うドライスキン、皮膚のバリア機能の低下、皮下血流量の低下により、局所皮膚は刺激に弱くなる。又、創傷治癒力も低下する。

　　②摩擦とズレ

　　　ベッドのギャッチアップの時、体位変換の時、清拭や入浴時などに摩擦やずれを生じやすい。

　　③失禁や湿潤

　　　失禁や下痢、発汗などにより局所皮膚が湿潤していると皮膚はダメージを受けやすい。

　・褥瘡を生じやすい全身要因

　　①低栄養

　　　低アルブミン血症による浮腫や皮膚弾力性の低下、低ヘモグロビン血症による皮膚組織耐久性の低下が褥瘡の発生および創傷治癒に影響する。

　　②やせ

　　　やせが進むと皮下脂肪が減少し、皮下に骨隆起が生じやすい。

　　③加齢と基礎知識

　　　老化に伴う骨粗鬆症、生体防御機能の低下、糖尿病、心不全、血管の閉塞性病変、

うつ状態や精神活動性低下

○褥瘡の予防

　・褥瘡のプロセス

　　①皮膚の観察

　　　患者様が普段どのような体位をとるか、その体位で骨突起部位の皮膚の観察をする。又、どの体位変換にした時に、今まで圧迫されていた部位が発赤していないか、発赤していたら危険信号と考える。

　　②褥瘡発生を予測する

　　　・リスクアセスメントの方法

　　可動性の減少
　　活動性の低下　　　　　　　　　　圧迫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　知覚認知の障害
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　褥瘡発生
　　外因因子
　　　湿潤の増加

　　　摩擦の増加

　　　ずれの増加

　　　　　　　　　　　　　　組織耐久性の低下
　　

内因因子
　　　栄養の低下　　　　　　　　　その他の仮説因子

　　　加齢　　　　　　　　　　　　　組織液・情緒ストレス・喫煙

　　　血圧の低下　　　　　　　　　　皮膚温

・ブレーデンスケールの実施

・ケア方法を計画する

　１）ブレーデンスケールで採点する

　２）危険点以下であればケアが必要と判断する

　３）ケアは、体圧分散、スキンケア、栄養状態の整えに分類する

　４）スケールの得点が低い項目順にケアを行う

※もしブレーデンスケールの点数が危険点（１４点）以上であっても１点という項目があったら褥瘡発生の危険度が高いのでケア方法を考える

・体圧分散する

　①臥床している時

· 基本は体位変換

· 原則としては、２時間に１回の体位変換を行なうようにする

· 体位変換表の作成、実行、確認

· 圧迫されていた部位のスキンチェック

· ３０度側臥位にする

· 可能であれば、体位変換表に腹臥位を取り入れる

· 踵部の除圧を行なう

仰臥位：下腿部にクッションをあて、踵部全体を浮かせるのが良い

　※円座を使用すると、使用時に皮膚が引っ張られ、円座との接触部位が虚血となり、除去時には踵骨上の皮膚が虚血状態となるため使用しない

· 体圧分散用具の使用

コンフォケアマットレス、マキシフロートマットレス、エアーマット

　　　　②座位の時

　　　　　基本姿勢は、９０度ルールの座位姿勢

　　　　　＜体動可能な患者様＞

　　　　　　　１５分ごとに自分の両腕で上半身を持ち上げ、臀部を浮かせるプッシュアップを行なう

　　　　　＜自分で上半身を持ち上げられない患者様＞

　　　　　　　座位時間を１時間以内とし、その後ベッドに臥床するという繰り返しのスケジュールを取り入れる

　　　・スキンケア

　　　　弱酸性の洗剤であまり熱くないお湯を使用し、皮膚を擦らないようにする

　　　　　　　　　　　　　（汗や排泄物で皮膚が湿った場合の状態）

1 尿失禁・便失禁の場合

吸収率の高いオムツを使用する

オムツ・パットは何枚も重ねて使用しない

撥水性クリームを使用し、臀部の皮膚のふやけ（浸軟）を予防する

水様便の時は布オムツを使用

2 シーツの選択

ラバーシーツは使用しない

バスタオルはなるべく使用しない

　　　・摩擦とズレ予防

1 体位変換方法

基本的には２名で実施。もし、一人で行なわなければならない時は、背部、腰部、足部と分けて行なう

2 シーツのしわに注意

3 皮膚を乾燥させない（摩擦から皮膚を保護する為）

4 骨突起部はマッサージしない

5 ギャッチベッド使用時の場合

・３０度以下が好ましい

３０度以上にした場合、体がずり落ち仙骨から尾部にかけてずれが起こり褥瘡発生の危険性がある

· ３０度以上ギャッチを上げる場合

体圧分散寝具を使用が必要となり、ギャッチした時は膝関節も曲げる



	アンケート結果：

○当日参加者３４名　アンケート提出者３２名　アンケート提出率＝９０％

○今回の研修内容について

　･分かりやすかった　　　　　　　　　　２５名(７８％)　※重複回答含む

･楽しかった　　　　　　　　　　　　　１６名(５０％)　　 

･難しかった　　　　　　　　　　　　　　１名(３１％)　

･無回答　　　　　　　　　　　　　　　　０名(０％)　

○役立つと感じた内容

・体位変換は２時間毎に行なう

　・栄養

　・高齢者が増えている為役に立つと感じた

・入浴も褥瘡予防になる
　・褥瘡ケアで日頃気をつける点を話し合えたこと

　・褥瘡ケアで日頃気をつける点を話し合えたこと

・眠れないと体重が減る事→栄養状態の確認が必要と言う事

　・現場でどんな取り組みをしているのかわかった

・事例検討について話し合った事

　・痩せている人の方が出来やすい

　　腹臥位を取り入れる

　　マッサージはしない方がいい

　・バスタオルを敷かない方がいい

　・バスタオル・おねしょマットは蒸れから褥瘡発生の要因になる

　　発赤はマッサージせず除圧をする

　・褥瘡は何故出来るのか・褥瘡予防

　・当院では３種類のマットを使用していること

　・褥瘡の処置

　・褥瘡は栄養状態・低血圧・オムツ・座位などの様々な要因によって起こる事がわかった

　・２時間に一度の体位変換をする事

　　シーツのしわなどでも、出来るので気をつけなければならない事

　・予防方法や、褥瘡の出来やすい人等々
○質問した（したい）事

　・何故バスタオルが必要か

○今後のテーマの希望
　・体位変換・トランスファーの実際の研修・オムツ交換

	○感想

・褥瘡予防に努め、発生をゼロにしたいと思いました。
・褥瘡の事は実際に見たことも無いし、良く分からなかったが、今日ので少し理解しました。

・褥瘡を予防する為には体位変換を行なう事も大切ですが、栄養面などの状況も観察する事が大切だと分かりました。

・褥瘡について普段触れる事が少なかったが、今回の伝達講習を通じて少しでも理解を深める事が出来た。

・褥瘡予防に努め、増やさないようにしていきたいと思う。

・耳の裏にも褥瘡が出来る事を知った。太った人より、細い人がなりやすい事を知った。

・栄養以外の処置法の説明があったので、普段どのような処置をしているのかを知ることが出来て良かった。また話し合う場を設けてテーマについて話し合い、発表するのも良いと思いました。

・マットに関しては特に種類や特徴を把握していなかった為、今回の講習で学ぶ事が出来た。

・分かりやすく楽しく研修出来ました。今度は実技も学びたいです。

・看護師の方の意見を聞くことが出来た。

・ラップの貼り方などの処置も教えてください。

・今回は事例検討にて話し合い、プランの立て方について勉強になりました。

・日々、治療方法が変わってきていると感じた。

　・今度はラップ療法についてもやってください。

　・毎日の業務でも気をつけてはいるがこれからも気をつけて行なっていきたいです。

・褥瘡予防等のケアに直接関わる事は無いですが勉強になりました。

・日常直面している事なので勉強になりました。思い返す事もありました。

・褥瘡のケアに実際関わる事が無いので、ケアの視点を学べ、知識だと思う。

・褥瘡を予防する為には、普段のケアから心がける事が大切だと感じました。



	考察・反省点：

・講師へは前もって依頼し勤務調整していたが、急遽研修が度々重なり、予定していた日時から遅れてしまった。事前に日程を確実に組んでおくべきであった。

・小グループに分かれる際に、同じ職種同士のグループが出来てしまった。事前に、参加する人数を把握しておき、テーブル・椅子の配置・説明をしておく必要があった。

・時間配分が少なくなり、実技を行なえなかった。事前に講師と時間配分について具体的に検討しておく必要があった。

・事例検討という形にしており、参加者から「わかりやすかった」という声が多く聞かれていた。


　

　

　
　

